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令和２年８月定例教育委員会会議録

１．開会及び閉会に関する事項

（１）日 時 令和２年８月４日（火曜日）

開 会 １５時３０分

閉 会 １７時００分

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室

２．出席者及び欠席委員の氏名

（１）出席者

教育長 山本栄司

教育長職務代理者 山内健

委 員 中野昭子 委 員 阿部英子

委 員 内藤誠治

３．会議に出席した者の氏名

（１）事務局

教 育 部 長 安永由美子

教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 石丸直哉

学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子

文化・スポーツ推進課長 原 寿江

（２）書 記

教育総務課長 熊井康之

４．会議式次第
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○山本教育長

では、８月定例教育委員会を始めさせていただきます。

まず、教育長報告をいたします。お手元の教育委員会行事報告を御覧いた

だきたいと思います。

７月３日金曜日、７月定例教育委員会を実施いたしました。この回から、

新教育委員として内藤委員に参加いただいております。

１０日金曜日、災害対策本部会議、これは市役所の中にある災害対策本部

会議で、このときは大雨の対策に関する内容でした。本年度より、コロナ、

熱中症の対応のためエアコンが必要ということで、避難所として学校の教室

を開放する場合も考えられます。現時点では、体育館の開放までで済んでい

るというような状況ですが、台風が来た場合などの対応を心配しているとこ

ろでございます。

１３日月曜日、直方ライオンズクラブ訪問を受けております。ライオンズ

クラブ会長が、永松会長から飯野会長に交代されたということで、御挨拶が

ございました。

１５日水曜日、第１回カンナの会、それから校務運営研究会、これは学校

の教職員が自主研修として放課後に実施している学習会です。第１回という

ことで、私から講話をさせていただいております。

次の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検

及び評価についての意見交換ということで、福岡大学の梅田特任教授、それ

から福岡教育大学の芋生特任教授の２名の先生から評価、意見をいただいて

おります。いろいろ御指導いただきましたけれども、今年度特に評価シート

の内容を変えましたが、その中身が非常によいとの評価もいただいたところ

でございます。これに関しましては、後日、議会に報告していくことになり

ます。

１６日木曜日、７月定例教育長会、主な内容は、令和３年度の教員採用試

験の志願状況、それから令和２年度の県学力調査実施についてでございまし

た。令和３年度の教員採用試験の志願状況でございますが、小学校のほうが

１．４倍ということで下げ止まりといったようなところ。中学校が３．４倍、

昨年度が４．５でしたので、また落ちました。養護教員のほうは比較的高い

レベルで６．７倍。それでも前年度は９．２倍でしたので、こちらも下がっ

ております。一番高いのが栄養教諭で、昨年度６．５倍から、今年度は１９．

７倍と跳ね上がっております。

２０日月曜日、まち・ひと・しごと創生本部会議（第２回）。これは第２

期の直方市のまち・ひと・しごと創生総合戦略の作成を行っておる会議でご

ざいます。
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２１日火曜日、感謝状贈呈式。新聞報道等もございましたが、直方にあり

ます協和建設、こちらの谷口社長がこれまでにも市内の小学校に、安全を呼

びかける漫画看板を作って学校に献上いただいており、今年度も直方北小学

校のほうに御寄贈を頂いたということで、感謝状をお渡ししました。

同日、筑豊文庫オープニングセレモニーということで、ユメニティのおが

たの中の直方市図書館の中に筑豊文庫資料室というものをつくっております。

御存じのところかとは思いますが、もともと鞍手町の上野英信さんという方

が炭鉱の長屋において炭鉱離職者の相談とか、子供の勉強の場というものを

設けていて、そこには全国各地からジャーナリスト、作家等が集まってきて

交流の場になっていたことから、その当時の多くの資料を保管しており、資

料館という形で開設したものでございます。

２８日火曜日、総合計画策定委員会、本市のまちづくりを進めていくため

の基本的な指針を策定する委員会でございます。第６次の直方市総合計画の

策定をしております。

３１日金曜日、文化庁調査官訪問ということでございます。国の指定史跡

となっております筑豊炭田遺跡群、この中で直方市にございます旧筑豊石炭

鉱業組合直方会議所、現在の直方石炭記念館とその裏にございます救護練習

所模擬坑道、この二つが直方市は指定史跡ということになっております。こ

の活用に当たっていろいろ御協力をいただいております文化庁の調査官が視

察にお見えになったということでございます。

８月３日月曜日、第３回採択協議会、令和３年度からの中学校の使用教科

用図書、この採択ということでございます。それから、第三回目の総合計画

策定委員会が昨日ございました。

４日火曜日、８月定例教育委員会、本日でございます。

２５日火曜日、教育研究所の２年次を迎えます研究員の発表会を予定して

おります。２８日金曜日、９月議会告示。

８月８日土曜日から１８日火曜日までが、直方市立小中学校の夏季休業日

という扱いになっております。また、１１日から１６日は閉庁日といたして

おります。

以上、教育委員会の行事報告をさせていただきました。これにつきまして、

御質問がございましたらお願いいたします。

教育長報告は以上で終わらせていただき、議案に移らせていただきます。

議案第１１号、９月補正予算について、お願いいたします。

○教育部長（安永由美子）

資料１を御覧ください。令和２年度の９月補正予算について。令和２年度
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９月補正予算について、別紙のとおり提案する。提案理由、直方市教育委員

会事務委任規則第２条第４号の規定により提案するものである。

今回は、主に新型コロナウイルスに関連する補正予算を計上いたしており

ます。市長専決をいただきまして、既に執行しているものの承認、また今回

の地方創生臨時交付金２次交付分について、９月補正に計上するものでござ

います。ただし、地方創生臨時交付金で計上しておるものは今のところ要求

という形で計上している段階で、ヒアリング等が現在行われているところで

ございます。内容については、各課の課長より説明申し上げます。

○こども育成課長（塩田礼子）

３款２項１目児童福祉総務費から御説明させていただきます。３款２項１

目につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として、学童クラブ、病

児保育分のエタノール他、必要な物品の購入費になっております。１１節需

用費、９１万２，０００円がエタノールの購入費用となっております。

また、１９カ所ある学童クラブ一つ当たり５０万円の委託料、備品購入費

として空気清浄機であったり、保管庫の購入費用として見込んでおります。

負担金補助及び交付金につきましては、病児保育事業、それから学童クラ

ブ３事業所に対しまして、一事業当たり５０万円の補助を考えております。

３目児童福祉施設費は、子育て支援拠点事業分といたしまして、１節、報

償費といたしまして２５万６，０００円、１１節、エタノール等の購入費と

いたしまして地域子育て支援拠点事業、ファミリーサポートセンター事業と

いたしまして消耗品を４５万６，０００円。案内など、コロナ関係の郵送料

といたしまして５万円。備品購入費２８６万７，０００円は、空気清浄機等

の購入費として計上させていただいております。

６目保育事業費におきましては、事業継続に当たっての啓発等に係る消耗

品費３３万９，０００円。備品購入費、３３万３，０００円。

１９節負担金補助及び交付金では、新型コロナウイルス感染症対策といた

しまして、保育所・認定こども園１カ所当たり５０万円の補助。延長保育事

業をされている事業所に対しまして、１カ所当たり５０万円の補助金を計上

いたしております。

続きまして、３款７項１目母子保健事業費につきましては、今までは集団

検診ということで実施していた乳幼児健診を、個別検診ができないだろうか

ということで、市内小児科医、それから歯科医に対して相談しているところ

でございます。そのためのお医者さんに対する報償費といたしまして６８８

万５，０００円。消耗品費といたしまして７万７，０００円。

１３節委託料については、乳幼児健診のうちの母子相談、育児相談に関し
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まして新しく子育て関連の冊子、４カ月、７カ月、１歳半、３歳、その時々

の困り事に対する対応策などを載せたものを作成いたしまして、その作成料

といたしまして１８８万１，０００円。

それから１３節委託料の２６７万２，０００円につきましては、歯医者さ

んの個別検診利用の委託料２６７万２，０００円。

１８節も、新型コロナウイルス対策の備品購入費といたしまして２９０万

４，０００円。最後に、１９節負担金補助及び交付金につきましては、産後

ケア事業をされている事業所さんに対しまして補助金５０万１，０００円を

予定しているところでございます。

○教育総務課長（熊井康之）

これより１０款です。１０款教育費小学校費の学校管理費、１８節備品購

入費２９３万５，０００円。直方北小学校、下境小学校の保健室のエアコン

が７月に破損したため早急に付け替えまして、その予算分に対して９３万５，

０００円を計上。同じく備品購入費、これは新型コロナウイルス感染症対策

の交付金に対しての事業となっておりますが、直方北、下境小学校以外の９

小学校の保健室のエアコンを取り替えるための予算を上げているところでご

ざいます。

同じく１８節、備品購入費、１，３５８万５，０００円につきましては、

校務用のパソコンを、デスクトップ型からノート型に替えようというもので

ございます。その分の予算を、新型コロナウイルス感染症対策に充てていき

たいと考え、計上しているところでございます。

○学校教育課長（石丸直哉）

１０款２項３目教育指導費、報酬費３３万円。これは小学校の新１年生の

就学時健康診断においての感染拡大防止対策費用です。毎年４日間で行って

いるのですが、そうすると１日に１００人以上、保護者を合わせたら２００

人ぐらい来るときがありますので、感染防止のため日にちを多めに取りまし

た。その分、学校医の報酬が上がりますので、１１人分の３３万円を計上さ

せていただいています。

８節の４万５，０００円は、就学時健康診断には、看護師９名に来ていた

だきますので、その予算です。

１１節の１８万４，０００円ですが、これも就学時の健康診断のときに必

要な消耗品費として計上いたしています。

１１節１２８万７，０００円。これは通常の各学校での健康診断をやって

おりますが、これも三密を避けるために、消毒、手袋、今回は歯の鏡と書い
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て歯鏡と言いまして、それを１つ使っていました。もう１個は、先生が手で

押さえていましたが、手で押さえることで感染があるから２本欲しいという

ことで歯鏡を多めに買うことになりましたので、１２８万７，０００円とい

うことになっております。

次の消耗品費５９１万１，０００円は、学校保健特別対策事業（学校再開

に伴う感染症等対策）として、小規模校は１００万円、大規模校は２００万

円、校長の判断で必要な保健備品等を購入するための文科省からの交付金で

ございます。各小学校が消耗品、例えばアルコールや手袋などを購入する費

用となります。

同じく１１節の消耗品費１２万円は、消毒用エタノールを教育委員会のほ

うで取り寄せて配るための費用です。

１３節委託料１万５，０００円は、就学時健康診断の看護士３名分の委託

料として計上させていただいています。

１３節の２，８４４万７，０００円でございます。これは、学校設備等コ

ーティング事業ということで、今、学校が一番困っているのが放課後の消毒

です。１時間ほどかかっていることから、コーティングすれば消毒の手間が

少しでも軽くなるのではないかということで予算を上げようとしています。

児童生徒４，５００人分の机と椅子、トイレ、保健室と給食室。殺菌効果

があってＯ１５７には完璧に効くのですが、新型コロナウイルスに効くとい

う実験結果は出ていません。ただ、インフルエンザウイルスに対してはかな

り効くという実験結果が出ていますので、消毒をしなくていいわけではない

ですが、することでかなり衛生につながっていくということで上げています。

１４節の使用料及び賃借料。これは修学旅行における三密を避けるための

バス等の増加分です。これも文科省のほうから指定されて、修学旅行で三密

を避けるためにバスを各小学校１台多くしました。２人がけのところを１人

で座るといったところの予算として計上しています。

１８節６６４万９，０００円は、学校再開に伴う感染症等対策ということ

で、例えば少人数学級にして三密を避けるため教室を増やしたときのエアコ

ン設置費用や、非接触型の体温計といった備品購入の費用として計上させて

いただいています。

次が１８節備品費７５０万２，０００円です。これはサーモグラフィー設

置事業です。学校に来たときにサーモグラフィーというカメラがあって、そ

こを１０人とか２０人とか通っても一遍に検温ができます。体温の高かった

子供はそこでキャッチして、そこでもう一回体温をはかって、熱発者を教室

の中には入れないで防ぐというものです。それが各学校１台分ということに

なります。
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１９節１０万１，０００円は、修学旅行のキャンセル等の費用。これは、

昨年度３月に直方東小学校の６年生が修学旅行に行けなかったので、キャン

セル費用が発生しました。それを学校が出していました。その分が文科省か

ら出るということで、本年度このキャンセル費用として使わせていただいて

います。

○教育総務課長（熊井康之）

４目学校建設費１３節委託料２２５万１，０００円です。これは、来年度

実施予定の下境小学校と南小学校のトイレ快適化事業の実施設計費用を上げ

ております。

同じく学校建設費１３節委託料で１，８１９万１，０００円を上げており

ます。小学校施設老朽化対策事業といたしまして、老朽化が著しい北小学校、

新入小学校、植木小学校の外壁改修を実施しておりますけれども、来年度は

内装等の工事を実施したいと考えており、実施設計の委託料を計上している

ところでございます。

学校給食費賄材料費３，２７５万３，０００円。これは新型コロナウイル

ス感染症対策といたしまして、今のところ１０月、１１月、１２月分の小学

校の給食費を無償化したいということで、要望を上げているところでござい

ます。

その下、中学校費の学校管理費の中の２８４万７，０００円は、先ほどの

小学校と同様に中学校の保健室のエアコンを整備するための予算です。二中

につきましては、相談室で不登校になる前の子どもたちが集う校内適応指導

教室を行っておりますが、エアコンが聞いておりません。現場を見ましたが、

子供たちはかなり暑い状況でございますので、ここについてもエアコンをつ

けるように今回予算を要望しているところでございます。

その次が教育振興費の備品購入費８７７万８，０００円。これも小学校と

同じように校務用のパソコンをデスクトップ型からノート型パソコンに今回

入れ替えるための予算を上げさせてもらっております。

１９節負担金補助及び交付金１，６９９万１，０００円は、学校給食費の

無償化、中学校分になります。中学校は学校給食会がこの分の費用を払って

おりますので、この金額を学校給食会のほうに補助金として渡すことで、小

学校と同様に１０月、１１月、１２月分を無償化するように考えているとこ

ろです。ただ、中学校は予約制でございますので、議決の時期によっては予

約が取れないということも考えられますので、時期については若干後ろに下

がることもあるということで御認識いただきたいと思っております。以上で

す。
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○学校教育課長（石丸直哉）

続きまして、教育指導費です。１１節消耗品費４万８，０００円は、消毒

用エタノール費用で、これは委員会のほうで購入しています。

４３万８，０００円と２３５万円、この消耗品費に関しては、先ほど言い

ました各学校に１００万から２００万まで交付する分ですが、中学校として

は消毒とかエタノールとか使い捨て手袋等が発注されるようになります。

１１節消耗品費１４８万８，０００円。これはスクールシールド設置事業

の予算です。これは中学校の全生徒の机の上にスクールシールドというのが

あります。段ボールと透明のシートでできたもので、話したときに飛沫が飛

ばないために設置しているものです。小学校も検討しましたが、机を運んだ

り、大きな画用紙を置いたりするときに不便で、またけがのこともあります

ので小学校は採用していません。

１３節の８３９万円は、先ほども言いましたが学校設備等コーティング費

用です。生徒の机とか椅子、トイレ等のコーティングのためです。

１４節２１３万３，０００円と次の７３１万５，０００円ですが、これは

先ほども出ましたが、中学校は２泊３日関西に行きます。そのバス代、ここ

から小倉までのバス代と関西で２日間バスに乗ります。それと１日ジャンボ

タクシーに乗って観光することにしています。それと、宿泊は京都の施設で

すが、８畳の部屋に５人、６人で泊まるように計画していたものを倍にする

ため、宿泊費でもお金がかかってきます。そこでここの９４０万近く費用が

かかるということです。

１８節５１万７，０００円ですが、これは先ほども言いましたが、中学校

における保健の備品です。中学校も非接触型の体温計とか換気装置としてサ

ーキュレーターというものを頼んでいます。

次が２７２万８，０００円の備品費です。これは先ほど言いましたサーモ

グラフィー、子供の体温計を一気にはかるという、それが各学校１台ずつと

いうことでその予算を計上させていただいております。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

文化・スポーツ推進課分になります。１０款４項２目公民館費１５節、工

事請負費で中央公民館空調改修工事費として７，１２６万２，０００円を計

上いたしております。中央公民館内の空調改修工事について実施設計が完了

し、工事費の積算が可能となったため工事に係る費用を計上いたしておりま

すが、工期予定が令和２年１２月から令和３年６月までとなりますので、債

務負担行為での計上となります。また、緊急防災・減災事業債事業に該当す

るために、費用については全額起債対応となり７０％は国から交付で補助さ
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れる予定となっております。

１２目文化施設費１３節委託料にて、文化施設委託料として６５９万１，

０００円を計上いたしております。ユメニティのおがたの空調修繕について

は文化庁の文化芸術振興費補助金を利用するため、修繕に係る費用１，０３

８万３，０００円のうち市負担分５２０万３，０００円と文化施設の４月か

ら７月までの修繕累積分１３８万３，０００円を委託料に上乗せするもので

ございます。

１９目文化財費、４節共済費にて発掘調査員の労災保険料２，０００円。

１１節需用費にて発掘調査に係る消耗品及び印刷製本費、水町遺跡公園修繕

工事として１４６万８，０００円。１２節役務費にて発掘調査仮設トイレく

み取り手数料として１，０００円。１４節使用料及び賃借料にて、発掘調査

重機及び仮設トイレ借上料として４９万３，０００円を計上いたしておりま

す。いずれも埋蔵文化財の発掘調査が新たに必要となったことから、文化財

に係る経費等でございます。

５項２目保健施設費、１５節工事請負費にて西部運動公園多目的グラウン

ドＬＥＤ照明改修工事として３，８４３万２，０００円を計上いたしており

ます。本工事は令和２年度、スポーツ振興くじ助成金の交付内定を受けたた

め、西部運動公園多目的グラウンドの照明を水銀灯からＬＥＤへ改修しよう

とするもので、対象経費の上限３，０００万円の３分の２が助成されること

から２，０００万円を歳入として補正しております。

○こども育成課長（塩田礼子）

続きまして、３款２項２目児童措置費でございます。これからは専決分と

いうことで、９月補正前に執行できる予算でございます。

３款２項２目の児童措置費につきましては、新型コロナウイルス感染症対

策事業といたしまして、低所得のひとり親世帯に対する臨時特別給付金事業

に係るものでございます。第１子につきまして５万円、８０７人分。それか

ら第２子以降につきましては３万円、５９０人分。この方たちの中でさらに

コロナウイルス関連で収入が減った方が申請をいただきますと、５万円の給

付があります。こちらは６４５世帯として見積もっているところでございま

す。需用費につきましては、ひとり親世帯臨時特別給付金に係る消耗品とい

たしまして２７万９，０００円。

それから郵便料といたしまして１１節役務費４１万７，０００円。

こちらの支払いに関する電算システム改修委託料といたしまして４６万８，

０００円。それから庁用備品購入費といたしまして２５万円。それから１９

節負担金及び補助金といたしまして９，０３０万円を計上いたしております。
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こちらのほうは１０割補助となっておりまして、８月１１日に振り込む予定

としております。

○学校教育課長（石丸直哉）

１０款２項３目、３項３目の教育指導費１，２０７万５，０００円と４５

５万４，０００円でございますが、これは先ほど各学校に１００万か２００

万を校長の裁量で消耗品等をつかえるという内容のお伝えしました。同時に

文科省の補正予算の中で学習保障に必要な人的体制の強化ということで、国

で３１０億円の予算が計上されています。その予算からですが、具体的には

学習指導員というのを各学校に１名か２名配置いたします。これはＴＴもし

くは補習とかの学習で子供たちの支援に関わる指導員ということで週３日程

度４時間。もう一つは、スクールサポートスタッフと言って、消毒等、放課

後３時間毎日来ていただくということで、各学校に１名を配置することに使

う資料です。面接をして各学校に配置できるようにしていきたいと考えてお

ります。

○教育部長（安永由美子）

説明申し上げました後段の専決分でございますが、３款２項２目、それか

ら１０款２項３目、１０款３項３目につきましては、７月に専決をいただき

まして、８月の臨時議会に提案させていただくものでございます。

○山本教育長

コロナウイルスに関して国のほうから地方創生臨時交付金が出ている関係

で内容が盛りだくさんという形になっておりますが、各課のほうから９月補

正について説明をいただきました。この中身につきまして、御質問がござい

ましたらお願いいたします。

○山内委員

１０款３項２目教育振興費１，６９９万１，０００円、学校給食無償化と

言われましたが、無償化の意味がよく分からないのですが。

○教育総務課長（熊井康之）

学校給食につきましては、小学校は毎月４，４００円を保護者から給食費

ということで賄材料費をいただいております。この分について３カ月間、市

のほうで負担しようということで計上したものです。
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○山内委員

中学校も３カ月間、無償化となりますか。

○教育総務課長（熊井康之）

中学校も同様に３カ月間無償化とします。中学校は、給食費１人１食３０

０円を予約した方から頂いておりますが、そのため保護者個人や月によって

金額が変わってきますけれども、予約し給食を食べていただいた方分を市で

負担していくとういうものです。

○山内委員

小学校は全員給食だからみんな恩恵を受けますが、中学校は選択する人と

しない人がいるため、選択する人は無償化の恩恵を受けますが、弁当を持た

せる家庭は、その恩恵を受けないということでよろしいでしょうか。

○教育総務課長（熊井康之）

山内委員が言われるとおりでございます。ただ、無償ならばこれを機に食

べてみようという方もいると思います。３カ月間、弁当を予約された方につ

いては無償にしていくという形を取りたいと考えています。

○山内委員

もう１点、修学旅行についてです。配慮がなされていると思いますが、こ

れ以降修学旅行が実施されていくことになりますが、現実問題として今の段

階で修学旅行を実施する見通しはどうでしょうか。まだ決断を出していない

かもしれませんが、各学校はどのように考えているでしょうか。特に中学校

は関西にいくため、危ないと言えば危ないとおもいますが。

○学校教育課長（石丸直哉）

早い方では９月２４日か２５日に、小学校２校が行きます。中学校では、

二中が１０月下旬頃に行くようになっています。目的地は今のところ変更な

く、小学校は長崎、中学校は関西にしております。ただ、県内に変えている

市町村も多くあります。また、検討中というところも多くあって、直方市も

検討しているところです。明日、臨時の校長会を開いてこの案件を検討して

いく所存であります。

文科省からは、修学旅行は中止するのではなく、一生に一回だから何とか

近場に変更してでも行くように配慮してくれという文書が来ています。県内

とか、隣接している県ぐらいまでに絞らないといけない状況まできいている
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と思っています。もし行けるようになったとしても、例えばコロナウイルス

の感染者が行く当日とか前日に増えたり、行ってから発熱した子供が出たと

きの対応を含めて、十分に検討した上で行き先も含めて早急に決めていかな

いといけないという状況です。

○山内委員

分かりました。

○山本教育長

明日、校長が集まるのでそこで話をしますが、中学校は予定どおり関西と

いうことにはならないだろうと思っています。向こうで熱が出た子はどうな

る、全体が足止めとなるのではないかなど、いろいろなことを想定して検討

しないといけないと考えております。

○中野委員

基本的な質問で申し訳ございませんが、産後ケアとは具体的にどのような

ことをするために予算計上しているのですか。

○こども育成課長（塩田礼子）

産後ケア事業は、「ひだまりの家」と言う水巻町の新水巻病院に併設され

ている産院で、育児不安の解消や母乳の指導といったことを必要とする生後

４カ月までの母子に対して行っています。ひだまりの家さんに対して、エタ

ノールとか必要な物品に係る物を購入された場合にその分を補助する形にな

っています。

○中野委員

引き続きまして、お産をされたお母さん方にどのような周知をされている

のですか。

○こども育成課長（塩田礼子）

病院のほうから母子保健係に、この方フォローが必要よといった連絡が入

ってきます。その人に対して、こんな事業がありますよと個別に御案内して

います。あとは子育ての冊子のほうに載せております。

○中野委員

そうしたら市内で出産される方はいいですが、帰省して県外で出産される
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方に対しては周知徹底しにくいかなと思いますが。

○こども育成課長（塩田礼子）

普通に分娩され特に不安が強くない方に対しては、そこまで強く勧めてい

ない事業で、育児の不安が強い方に御相談いただいて、初めてお勧めしてい

るような流れになっています。なので、県外ですとちょっとつながりにくい

ところが出てきているかもしれません。

○山本教育長

そのほかに何か質問がございましたらお願いいたします。では、議案第１

１号に御承認いただける場合は挙手をお願いいたします。

（挙手）

○山本教育長

ありがとうございます。議案第１２号に移ります。直方市社会教育委員の

委嘱について、原課長、お願いします。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

資料２をお願いいたします。議案第１２号、直方市社会教育委員の委嘱に

ついて、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１０号の規定により提案い

たします。

直方市社会教育委員は、直方市社会教育委員設置条例の規定に基づき、学

校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、並び

に学識経験のある者の中から教育委員会が委嘱し、今期委員の任期は令和２

年９月１日から令和４年８月３１日までの２年となっております。

委員については、直方市社会教育委員候補者名簿（案）のとおり７名で、

直方市ＰＴＡ連合会会長の藤野勇氏が新任で、ほか６名については現任の委

員となっております。

以上、議案第１２号について御説明いたしました。よろしくお願いいたし

ます。

○山本教育長

原課長のほうからの説明でございますが、１２号議案につきまして質問が

ございましたらお願いいたします。
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○山内委員

小さいことで申し訳ございませんが、学校教育関係者の所属が直方市小学

校長研修会となっていますが名称が変わったのでしょうか。変わっていない

とするならば、これは直方市小学校長会の推薦ではないでしょうか。

○学校教育課長（石丸直哉）

直方市小学校長研修会というのは小学校の校長会の中の研修会としてはあ

ります。

○山内委員

どこが推薦をするかというと校長会になると思いますが。

○学校教育課長（石丸直哉）

校長会になります。

○山本教育長

学校関係者のところが直方市小学校長研修会となっておりますが、この研

修を省いて校長会に修正となります。

そのほか質問はよろしいでしょうか。では、議案第１２号の直方市社会教

育委員の委嘱について、承認いただけましたら挙手をお願いいたします。

（挙手）

○山本教育長

ありがとうございます。１２号も承認ということで確認をいたします。

では、議案第１３号、直方市公民館運営審議会委員の委嘱について、お願

いいたします。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

資料３をお願いいたします。議案第１３号、直方市公民館運営審議会委員

の委嘱について、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１０号の規定によ

り提案いたします。

直方市公民館運営審議会委員は、直方市公民館条例の規定に基づき、公民

館における各種事業児童の企画実施につき、調査、審議するため、学校教育

及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、並びに学識

経験のある者の中から教育委員会が委嘱し、今期委員の任期は令和２年１０
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月６日から令和４年１０月５日までの２年となっております。

委員については、直方市公民館運営審議会委員名簿（案）のとおり８名で、

自治区公民館連合会より推薦されました事務局長の岸田太吉氏、西徳寺幼稚

園の園長の多良幸男氏、公民館主催講座講師、平紘子氏が新任でほか５名に

ついては現任の委員となっております。

以上、議案第１３号について説明いたしました。よろしくお願いいたしま

す。

○山本教育長

議案第１３号について説明がございました。質問がございましたらお願い

いたします。

手島校長のところが、上頓野小学校校長となっていますがどうでしょうか。

○山内委員

所属ということからすれば間違いとは言えない気はしますが、校長会から

推薦を受けているならば、直方市小学校長会、備考欄に現職名を書くという

ことになると思います。そうなると、西徳寺幼稚園の園長も幼稚園協会の推

薦を受けていれば、同様の書き方をしたほうがいいと思います。

○学校教育課長（石丸直哉）

年度初めに校長会の中で決めるので、校長会になると思います。

○山本教育長

では、校長会の推薦で、備考欄に所属学校の名が入るほうがいいですね。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

おっしゃるとおりでございますので、訂正しておきます。

○山内委員

この略歴表は、この場だけのためにつけているのですか。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

新任ですので、御参考までにつけさせていただいております。

○山内委員

分かりました。
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○山本教育長

議案第１３号、直方市公民館運営審議会委員の委嘱について、御了承いた

だけましたら挙手でお願いいたします。

（挙手）

○山本教育長

ありがとうございます。第１３号議案も承認をいただきました。

続いて議案第１４号、令和３年度使用中学校教科用図書の選定についてで

ございます。お諮りいたします。教科書採択に関わる案件でございます。

公平公正の観点から秘密会という扱いにいたしたいと思いますが、御了解

いただける場合は挙手いただいてよろしいですか。

○山内委員

この件で、秘密会というのは妥当なのでしょうか。

○教育総務課長（熊井康之）

直方市教育委員会会議規則の第１１条では、会議は公開する。ただし、人

事に関する事件その他の事件について、出席した教育長、または委員の発議

により３分の２以上の多数で議決したときは公開しないことができるという

ことになっております。今回、教育長の発議によりまして教育委員の皆様に

この件について秘密会としていいかをお諮りさせていただいているところで

ございます。

○山内委員

人事案件についてのことではないでしょうか。

○教育総務課長（熊井康之）

人事案件、開示事件、その他事件とございます。

○山内委員

その他に採択が入るかどうかということですね。採択というのは、市民に

やり取りを公開した上でするというのが原則ではないかと思います。だから、

私たちが秘密会とすることは、立場上好ましくないのではないかと思うわけ

です。仮に傍聴に来た人がいたら、秘密会ですから傍聴できませんと断れる

かどうかだと思います。
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○学校教育課長（石丸直哉）

本年度２月の文科省通知では、教科書採択委員会の議決に関しては、各委

員会の判断で公開、非公開を決めていいとなっています。ただ、公開するに

しても非公開するにしてもきちんと理由を持って判断するようにと書いてあ

り、また、国としては公開の方向に持っていくのが望ましいとも書いてあり

ます。他の市町村の状況も見ましたが、大きな教育委員会は公開していると

ころが多い状況です。

○山内委員

この話だけ秘密会にするという姿勢を教育委員会が示すことが好ましくな

いのではないのではと思います。教育施策の点検報告書にも、教科用図書の

選定に関する会議の公開を行い、風通しのよい教育委員会を期待したいと大

学の先生も書いておられますね。秘密会に反対しているわけではありません

が、その姿勢は持っておくべきではないかと思います。

○中野委員

私も公開できるのでしたら公開したほうがいいと思いますけれども。

○山本教育長

公開するとまずいことがあって公開しないということではありません。

いろいろな動きがあるなかで、この場に事業者が入り、無言の威圧を与え

るというようなこともあっているようです。そこで不公平な扱いが出てくる

ことがないようにと考えています。

○山内委員

本日の教育委員会の傍聴の申込みはありましたか。

○教育総務課長（熊井康之）

傍聴の申込みは承っておりません。しかし、教科書採択の件が議題に上が

るかの問合せはあっております。

それに対して、非公開になる可能性もありますので、そこを踏まえた上で

お越しになるかどうかを判断してくださいとお答えしております。

○山内委員

では、この議題を公開にしようが非公開にしようが、基本的な違いはない

ということですね。
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○教育総務課長（熊井康之）

そう考えております。

○山内委員

今日の決定はこのままでかまいません。しかし、私は、この件について非

公開にし続けることは望ましくないという意見です。この先も、傍聴の申込

みがあったときに、教科書の選定に関わることだから非公開ですという断り

方は、開かれた教育委員会としては望ましくはないと思っています。

○山本教育長

ありがとうございます。最初に挙手いただいた時点では、賛成が過半数を

超えていますので、この議題は秘密会にしたいと思います。それと、規定で

は、秘密会にするかしないかということに関しては討論せずに可否を決定す

るというふうになっています。本日、今後のことにも関わる御意見をいただ

きましたが、一方、規約ではそういう形になっているということも確認させ

ていただきたいと思います。

では、この議題は最後に回させていただきたいと思います。

報告事項のほうに移ります。令和元年度直方市教育委員会の権限に属する

事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価報告について、お願いい

たします。

○教育総務課長（熊井康之）

令和元年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついての点検及び評価報告書、この最終版が出来上がりましたので報告させ

ていただきます。

７月１５日に、福岡大学の梅田先生、福岡教育大学の芋生先生と教育長、

管理職出席の下で意見交換を行っております。いただいた意見につきまして

は、報告書の最後に添付させていただいております。委員の皆様はすでにお

目通しいただいていると思います。この内容で９月議会に報告することにな

ります。御意見がございましたらよろしくお願いいたします。

○山本教育長

この内容につきまして、御質問がございましたらお願いいたします。

○阿部委員

９ページの給食費取扱いに関する改革で、４番の目標で学校現場が担って
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いる事務を教育委員会事務局が担うことにより、負担の公平性と書いてあっ

て、４３ページには小学校給食費の公会計化が実施できるため、徴収状況に

左右されずに食材調達が可能になったと書いてあります。それをみて、給食

費の滞納分はあまり減っていないのかなと思いました。公会計化になったの

はいいですが、口座振替とかはまだできていないところもあるのか、滞納分

に関しては減っているのかどうかおしえてください。

○教育総務課長（熊井康之）

給食費の滞納につきまして、小学校につきましては減っておりません。昨

年度までは学校給食会という教育長を会長に校長先生で組織された会で取り

扱っております。市のように直接強制力をもって動けないというところがあ

り、滞納整理のところまでなかなか手を出せていないところです。

今年度から公会計化いたしましたので市が滞納整理を行ってまいりますが、

あくまで今年度からの給食費についてしか滞納整理には入れません。昨年度

分までは、学校給食会のほうで引き続きできる対応を行ってまいりますが、

今後は滞納をできるだけさせないよう取り組んでいきたいと考えております。

中学校につきましては、平成２９年の２学期から選択制で実施しておりま

す。予約とともにお金を入金していないと給食提供しない形態なため、滞納

は発生しておりません。以上です。

○山本教育長

続けてどうぞ、阿部委員。

○阿部委員

隣のページ、５番目の②、最後の２行のところで、小学校２年から４年の

３６人から４０人、３５人学級編制を実施したということですが、小学校１

年生が入っていないのは現段階で３５人までと決まっているのかが一つと、

１２ページの課題のところで、現状では５、６年生で３５人学級編制が実施

されていないため、解消された後の学級経営や学習指導できめ細やかな指導

ができないことが課題となっているというのは、具体的には解消された後、

足りないのは先生の数なのか教室の数なのかをおしえてください。

福教大の先生の意見では、６年生まで、できたら３５人のクラスがいいと

いうのが書いてありますが、一番足りないところはどこなとお考えですか。

○学校教育課長（石丸直哉）

一点目の１年生については、国の措置で３５人学級の措置がされておりま
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す。２年生以降は市の予算でおります。１２ページでございますが、３５人

学級の措置は当初６年生までやっておりましたが、予算の関係上どうしても

５、６年生の予算がつかなくなってしまいました。５、６年生には音楽とか

の専科で入るようにはしてもらっています。ここで言う足りないというのは

教員の数です。例えば４年生３クラス３５人学級にしますと大体２７、８名

が一クラスになります。これが二クラスになったら３７名とか３８名になり

ます。１０人以上増え学級経営が大変になってきているというところがござ

います。今回、先生に指摘されたところは２年生から４年生までの３５人学

級をするのもいいことだけど、出口が大事だから６年生に特化し、６年だけ

でも３５人学級にすれば中学へスムーズにつながるのではないかというとこ

ろの指摘を受けています。以上です。

○山本教育長

そのほかにございましたらお願いします。よろしいですか。

それでは、令和元年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況についての点検及び評価報告については終了いたします。

続きまして、公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について、お願

いします。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について、御報告いたします。

資料６をお願いいたします。

公益財団法人直方文化青少年協会は、市内に６つの文化施設の指定管理を

行っており、この件につきまして地方自治法で２４３条の３の第２項の規定

により、議会に報告する義務がございますので御報告させていただきます。

資料は、令和元年度事業・決算・監査の報告、令和２年度の事業計画予算と

なっております。

２ページから１４ページにかけまして、ユメニティのおがた、図書館、美

術館、歳時館、石炭記念館の令和元年度の管理運営状況として、施設ごとに

年間利用者状況や利用料金収入額や各自主事業などが記載されております。

演劇やクラッシックコンサートの本公演前に、商店街や大型商業施設にアー

ティストが直接出かけてＰＲを実施したり、一流ダンスパフォーマーの無料

公開リハーサルを実施するなど、新たな広報活動にも取組、市民の文化芸術

の振興及び青少年の健全育成を図るため、それぞれの施設の特徴を生かした

様々な事業を実施し、施設設置の目的に沿った効率的な維持管理と利用者の

サービス向上を目指した施設運営を行っております。しかし、新型コロナウ
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イルス感染拡大により３月から施設を閉館した影響が大きく、利用件数、利

用者数、利用料金収入額の合計はともに前年度よりも減少しております。

１５ページの収支決算でございます。収入合計、２億１，７３８万１，２

０９円に対しまして、支出合計は２億２５０万４，３２２円で、差引き１，

４８７万６，８８７円を次年度に繰越ししております。

また、貸借対照表では１６ページに記載のとおり、資産合計並びに負債及

び正味財産合計それぞれ１億５，３１７万３，７８７円となっており、正味

財産の増減につきましては１７ページに記載のとおり、７７万１，６０７円

の減の１億２，９４８万１，５４８円となっております。

１８ページは監査報告書でございます。令和２年度の各施設の事業計画及

び予算につきましては、１９ページから３０ページにかけて記載のとおりで

ございます。

以上、公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について報告させてい

ただきました。よろしくお願いします。

○山本教育長

公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況についてということで、課長

からの説明がございました。こちらのほうもコロナの影響を受けてかなり影

響が出ているようでございますが、この中身につきまして何か御質問がござ

いますか。

○中野委員

石炭記念館を実例として出させていただきますけれども、入館料が１００

円、年間パスポートが２００円となっています。料金の改正は条例に係って

くることとは思いますけれども、少し収益を上げる方向に改定してはどうか

と思います。高ければいいという問題ではありませんが、１回の入館料が１

００円に対して年間パスポート料が２００円というのは少し時代にそぐわな

いかなと思います。値上げとか考えていかれたら少し収益のほうも助かので

はと思います。

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江）

小学生のお小遣い程度の料金で、多くの方に見ていただけるというところ

で来館する方をなるべく多くしていきたいという意図もあるのではないのか

と思っております。１００円で、それが実際の石炭記念館の管理としてどう

なんだというところを見ると、やはり全然足りないというところではありま

すけれども、文化施設としていろんな方に利用していただきたいという一つ
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の意図もありますので、慎重に検討していきたいと思っております。

○教育部長（安永由美子）

手数料につきましては、今、原課長が申し上げましたように手数料の条例

等を改正するという必要も出てまいります。石炭記念館、それから歳時館、

ユメニティ、美術館等、それぞれに指定管理者として直方文化青少年協会が

運営をしておりまして、例えば企画展のときに別途運営の費用として企画展

の金額を徴収するというようなことも含めて考えていきたいというふうに思

っております。特に、石炭記念館においては美術館、歳時館のようになかな

か特別展という催しが少ないですので、そういったことも含めまして今後の

検討課題かなと思っております。御意見ありがとうございます。

美術館も４００円の入館料なんですけれども、年間パスポートは５００円

となっています。

○中野委員

例えば、大人に対しては差をつけるというのもいいかなと思っております。

年間パスポートに関しては２００円のところを３００円にするのもいいか

とおもいます。

○山本教育長

そのほかによろしいですか。では、公益財団法人直方文化青少年協会の経

営状況については終わります。

では、一般財団法人直方市福祉会の経営状況について、お願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

一般財団法人直方市福祉会の経営状況について、御説明いたします。資料

７をお願いいたします。

こちらにつきましては、直方市立中央保育園の運営をされている一般財団

法人直方市福祉会の経営状況報告ということになっております。地方自治法

の２４３の３第２項の規定に基づく議会への報告という形になっております。

地方自治法の２４３の３の第２項というのは直方市が出資法人にお金を出資

している、その法人については、議会へ経営状況の報告をしなさいという規

定になっておりまして、それに基づく経営状況報告となっております。

一般財団法人直方市福祉会につきましては、４月から７月までで一般財団

法人の運営が終了いたしまして、一財としてはもう解散いたしました。８月

以降、社会福祉法人として直方市立中央保育園を運営していただくような形
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になってきております。本市が出資しておりました出資金６３０万円につき

ましても、一般財団法人の解散のときに返還していただいていますので、事

業報告につきましても４カ月間分の報告が上がってきております。

資料７の１ページ目をお願いします。こちらにつきましては、事業報告と

いうことで直方市立中央保育園の理事会・評議員会開催の実績、それから中

央保育園の状況について２ページ目に書かれております。３ページ目につき

ましても、直方市立中央保育園の運営状況について記載してございます。

４ページ目以降につきましては、貸借対照表、正味財産増減計算書、最終

ページにつきましては、一般財団法人が解散しておりますので、残余財産の

処分についての記載がされております。残余財産処分は寄附ということで直

方市に６３０万円を寄附。直方市のほうから一般財団法人に対して出資して

いた分の返還金です。残りにつきましては、社会福祉法人のほうに形態が変

わりましたので、社会福祉法人直方中央福祉会という形で残余財産を寄附と

いう形をとっておりまして、２億９，２８８万１，６７４円をそれぞれ直方

市と社福に対して寄附して解散が完了しているというところでの報告を受け

ております。以上です。

○山本教育長

一般財団法人直方市福祉会の経営状況についての説明でございましたが、

何か御質問がございましたらお願いします。

その他に移ります。まず９月行事についてお願いします。

○学校教育課管理主事（大塚泰信）

資料８、令和２年度９月行事予定について報告いたします。

９月行事予定に関しましては、今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況

によって課外活動等変更になることが考えられますので、変更があるという

ことで御承知ください。直方市の事業に関しましては、９月１日に２学期の

始業式を例年同様行います。

２日に定例校長会議がございまして、保幼小中高連携推進協議会運営委員

会を行う予定にしております。４日、第１９回子ども音楽祭担当者会。

７日、第２回不祥事防止対策検討委員会、これは市の教育委員会の開催と

なっており年間４回行っております。ここでは、８月末までに行うようにな

っている各学校の不祥事防止の取組についての報告を行います。

８日、福岡県学力調査、これは例年ですと６月に行っている福岡県の学力

調査ですが、今年度に関しては、９月２５日ぐらいまである程度幅を切って

実施するという形で通知が来ておりました。北九州教育事務所管内そろえて
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行うということで８日の実施ということになっております。小学校５年、中

学校１年、２年が対象となっております。同じ８日、小中一貫教育推進本部

会を行います。１６日、小中一貫教育推進委員会ということで、本部会で決

まった内容に関して、推進委員会に下ろすということになります。

２３日が第１回学力向上検証委員会です。これについても年間４回程度行

っておりましたが、本年度はこのような状況でありますので、９月２３日を

第１回目として実施するようになっております。土曜授業に関しましては、

小学校に関しては職員の振替を取らせることが実際のところ難しいというこ

ともあります。中学校に関しては臨時休業再開後、年間１１回の実施という

ことになっております。１７日木曜日の北九州教育事務所・教育センター等

の欄が狭くて見切れている状況になっておりますのでおわび申し上げます。

以上です。

○山本教育長

９月行事予定について説明がありましたが、よろしいですか。

では、会議録署名委員の指名についてお願いします。

○教育総務課長（熊井康之）

８月分の会議録署名につきましては、内藤委員にお願いいたします。

○山本教育長

それでは、後に回しておりました議案第１４号、令和３年度使用中学校教

科用図書の選定についての審議に移りたいと思います。

≪教科用図書の採択については非公開≫

（署名）

直方市教育長

山本 栄司

（署名）

直方市教育委員

内藤 誠治


